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μ７Data Station へのｱﾌﾟﾛ‐ﾁ
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μ７の主な特長

使い易さ、それはＳＩＣの基本設計思想です！

・安心のガイド機能

・超小型A/Dユニット搭載、かつ超低価格で独立2ｃｈ（標準）を実現！

→ ADCユニット×２で独立4chを実現！

ガスクロ､液クロ等４検出器まで個別にクロマトデータ処理可能！

・USB（バスパワー）仕様により､ノートPCでもクロマトデータ処理可能！

・不分離（ショルダー等)ピークのシミュレーション機能！

・クロマト貼り付け、データ転送（エクセルへ）もワンタッチ処理！

・充実したレポート機能及びアプリケーション！

・AIAフォーマット又はテキスト形式対応で他社のクロマトも解析可能！
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クロマトグラフ（GC／LC)

【μ７】 を使用すると・・・

紙出力式レコーダ

紙・インクの削減 エクセル手入力の省略 魅力の低価格
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【μ７】各種主要機能説明

①

②

③

④

⑥

⑤

⑦

全体表示

アイコンの機能内容
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①クロマトデータ取込み

・ モニタリング（クロマト取込）ファイル設定
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・ モニタリング（検体）ファイル名設定
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各ファイル等設定

日付、固有名での連番等任意に設定可能
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①-1 モニタリング

77

チョットしたベース変動でも微分ラインは大きく変動
するので、ベースの安定状態が一目瞭然 ！！

ベースラインの微分

（シグナルテスト／試料注入待ち画面）



２チャンネル取り込み画面 （独立／同時、共に可能）

①-2 モニタリング（クロマト取込画面）

88

取込後、即レポートプレビュー
でRT、面積等の確認が可能
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比較クロマト （独立／同時、共に可能）

①-3 モニタリング（クロマト取込画面）

基準クロマトが表示できる事で
いつもと違う結果を即時判断
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スムージングOFF スムージングON

【リアルタイム（取込時】
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①-4 スムージング機能
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クロマトファイルの読み込み（検索方法）は ・・・・・

画面(絵）、ファイル名、コメントから

R（RAW）の有無で生クロマトデータか、加工後のクロマトデータかを判断できます。

②-1 再解析（分析）クロマトファイル
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②-2 再解析画面-1

画面でのベースライン、レポート等の再処理、エクセル機能等々

データ処理パラメータ

レポートプレビュー

レポートパラメータ

強制ベースライン処理

エクセル転送
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一点検量線の作成機能

標準クロマトを読み出し、濃度・単位・ピーク名を入力して出来上がり！

②-3 再解析画面-2
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= クロマトグラム定量の完成 =

レポートプレビュー機能

②-4 再解析画面-3
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定量計算レポート例
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②-5 再解析画面-4

任意のﾋﾟｰｸをﾀﾞﾌﾞﾙｸﾘｯｸすることにより検量線含めた詳細情報を表示！

マウスでピークをダブルクリック
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②-6 エクセルへの計算結果データ転送

定量結果のｴｸｾﾙ転送

・・・ エクセル対応例①

（ リアルタイム転送も可能です！）
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クリップボードを利用したクロマトの貼り付け

・・・ エクセル対応例②

画像データなの
で伸縮可能です。
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クロマトグラムデータのテキスト変換とグラフ化

ｸﾛﾏﾄｸﾞﾗﾑ

ﾍﾞｰｽﾗｲﾝ

ﾃｷｽﾄﾃﾞｰﾀ

・・・ エクセル対応例③

ｸﾞﾗﾌにすると・・・
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②-7 【連続再解析】メニューで統計計算

任意のクロマトファイルを複数読出し､【レポート出力】をクリック！



21

簡単操作で再現性
（CV値等）確認！



③データ処理パラメーター

選択された

パラメータの

意味(説明文)

を表示
付加パラメータを
絵でわかりやすく
ガイドします
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安心のガイド機能で

楽々簡単操作！
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④レポートパラメーター

□ 内に×（チェック）された項目
（面積濃度等）が印字されます。

（レポートフォーマット）
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⑤ ヘッダーファイル
【新規コメント】で作成した項目の
コロン：の右側（青色部分）を編集
可能。分析条件等をレポートに
印刷出来ます。
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濃度の違う（低濃度～高濃度)各ピークに
対し各検量線を作成してリンク（合成）し、
目的の検量線を作成します。

低濃度

中濃度

高濃度

濃度を入力する毎に

検量線の出来具合が
監視できます！

⑥-1 多点検量線の作成
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⑥-2 多点検量線の作成
多点検量線表示



ショルダーピーク

⑦-1 アプリケーション
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【ピーク分離機能】



＊各ﾋﾟｰｸにＲ.Ｔ.やﾋﾟｰｸ名の表示も可能です！

＊３次元角度は任意に設定可能です。

⑦-2 アプリケーション
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【クロマトグラムの重ね書き（比較）】
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⑧ 設定（オート RUN機能）

□オート RUN ON/OFFと測定をしたい
チャンネル（□CHA、□CHB）の□内に
×（チェック）を入れるとμ７を起動するだけ
でシグナルテスト画面（ｲﾝｼﾞｪｸｼｮﾝ待ち）が
立上ります。

インテグレーターと
同じように簡易に
取込が可能！
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Q&A

Q: ２ｃｈ以上、増設できませんか？

A: PCにADCユニットを2台接続する事により独立４ｃｈが可能です。

Q: ベースラインの再処理方法は？

A： ベースラインの再処理はマウス操作かデータ処理パラメータで対応します。

Q: ソフトのコピーはできますか？

A： 特にコピー防止機能は付いておりませんが、一台のPCに対し専用です。

ライセンス料をお支払頂くと他のPC（複数台）に自由にコピー可能です。

Q: パソコンの仕様環境は？

A： Windows7～11まで共通対応なので各種アプリケーションソフトが

スムーズに動作する環境であればOKです。
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これからもどんどん進化していきます！

SICμ７ は､お客様の声に耳を傾け

お問い合わせ・・・

システム・インスツルメンツ株式会社 営業部

●本社 東京都八王子市小宮町 776-2

TEL: 042-648-0533

E-mail: sice@sic-tky.com

●大阪営業所

TEL: 06-6391-9588


